
[平成２４年度設置］

　　　計画の区分：学部学科の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

名古屋文理大学　情報メディア学部　情報メディア学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人滝川学園　　　　　
平成２７年５月１日現在　　

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　教学部 教学課

　　　職名・氏名　　情報メディア学部長　長谷川 聡

　　　職名・氏名　　教学課長　苗島　実

　　　電話番号　　０５８７－２３－２４００

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０５８７－２３－２４６１

　　　ｅ－mail　　kyogaku@nagoya-bunri.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部（平成◇◇年度より変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

　　　３　大学番号の欄については，平成２７年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

届出

大学番号：私１９６
注３
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１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人滝川学園

（２） 大　学　名
　　　　名古屋文理大学

（３） 大学の位置

　　　〒４９２－８５２０
　　　　愛知県稲沢市稲沢町前田３６５番地

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

副 学 長

学　　長

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

　　　　　　平成２７年度に報告する内容　→（27）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

大学の管理運営上必要なため
(27)

学部学科のより円滑な運営の
ため（26）

理 事 長

学 部 長

学科長等
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　　　に報告書を作成してください。

情報メディア学部

 情報メディア学科

学士（情報メディア学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

205 0 189 0 126 0 201 0

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 3 ) ( － ) (　1　) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

199 0 187 0 123 0 197 0

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 3 ) ( － ) (　1　) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

167 0 167 0 99 0 171 0

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 3 ) ( － ) (　1　) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

95 0 103 0 58 0 98 0

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 2 ) ( － ) (　1　) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　様式は，平成２４年度開設の４年制の学科の場合（平成２７年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員
備　　　　　考

年 人 年次 人

人

４ １００ － ４００

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
備　　考

100
(　－　) (　－　) (  －  ) (  －  )

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　　　　　

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２４年度

[ 　－　 ] [ 　－　 ] [  －  ] [  －  ]

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

100 100 100

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　・「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

　　　　意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

　　　　「－」を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

平均入学定員
超 過 率

0.88倍

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

－　倍

0.980.95 1.03 0.58
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

95 0 103 0 58 0 98 0

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （  6　） （ － ）

95 0 100 0 62 0

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

90 0 87 0

[　-　] [　-　]

（ － ） （ － ）

86 0

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　]

（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ） （　　6　 ）

95 198 248 333

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

１年次

２年次

３年次

４年次

計

備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２４年度 0 人 0 人

平成２５年度 7 人 0 人 進路変更(2人)、家庭の事情(3人)、除籍(2人)

平成２６年度 3 人 0 人 家庭の事情(2人)、除籍(1人)

平成２７年度 0 人 0 人

平成２５年度 3 人 0 人 進路変更(2人)、除籍(1人)

平成２６年度 6 人 0 人 進路変更(3人)、家庭の事情(1人)、除籍(2人)

平成２７年度 0 人 0 人

平成２６年度 2 人 0 人 進路変更(2人)

平成２７年度 0 人 0 人

98 人 0 人 平成２７年度 0 人 0 人 0 ％

354 人 21 人 0.1 ％

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成２７年度
入学者

合　　計

2

人

人

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２７年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

95

103

58

人

人

人

10

9

主な退学理由

0.1

0.1

0.0

％

％

％

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

　　　区　分

対象年度

平成２４年度
入学者

平成２５年度
入学者

平成２６年度
入学者

入学者数（b） 退学者数（a）

人
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兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

担当教員昇格のため(26)

兼 1 前後期開講科目数調整のため(25)

担当教員昇格のため(25)

兼 1

2 教員担当コマ数調整の都合により変更(27)

1 学生数減少のため(26)

兼 2 ※演習

教員担当コマ数調整の都合により変更(27)

2 学生数減少のため(26)

1 科目担当教員を追加(24)

兼 3 ※演習

教員担当コマ数調整の都合により変更(26)

科目担当教員を追加(24)

オムニバス(25)、※演習

２　授業科目の概要

＜情報メディア学部　情報メディア学科＞

（１） 授業科目表

数的処理Ⅰ １前

１

 ２

 １ １

日本語力Ⅱ １後 １

１

 １

 ２

 １

日本語力Ⅰ １前 １  １

自然科学Ⅱ 1･2･3･4後 ２ １

 １  １ 教員担当コマ数調整の都合によ
り変更(24)

 １

１

自然科学Ⅰ 1･2･3･4前 ２

社会学 1･2･3･4 後 ２ １

　　　 前

経営学 1･2･3･4後 ２

経済学 1･2･3･4前 ２

法学 1･2･3･4前 ２

日本国憲法 1･2･3･4後 ２

科目担当教員１名退職のため
担当教員の変更(27)海外事情 1･2･3･4後 ２  １

現代日本史 1･2･3･4前 ２

人間関係論 1･2･3･4後 ２

 １

心理学 1･2･3･4前 ２

　 　

科目担当教員１名退職のため
担当教員の変更(27)芸術 1･2･3･4後 ２

未開講 平成25年3月退職。後任未
定。現在選定中。(25) 1･2･3･4前 ２ 　哲学  １

助　教 助　手
授業科目の名称

単位数 専任教員等の配置

必　修

科目
区分

教　授 准教授 講　師

　
基
礎
教
育
科
目

備　　　　考
選　択 自　由

配 当
年 次
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科目担当教員を追加(25)

オムニバス(25)、※演習

兼 2

兼 2

兼 1 教員担当コマ数調整の都合により変更(26)

兼 1 教員担当コマ数調整の都合により変更(26)

担当教員就任(26)

兼 1

担当教員就任(26)

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1 集中(26)

兼 1 集中(26)

担当教員昇格のため(26)

集中

学生数減少のため(26)

担当教員昇格のため(25) １

１

 ２

情報リテラシー １前 ２  １

ボランティア活動 ２ １  １

アウトドアスポーツⅡ 1･2･3･4後 １ １

アウトドアスポーツⅠ 1･2･3･4前 １ １

スポーツⅡ 1･2･3･4後 １ １

スポーツⅠ 1･2･3･4前 １ １

スポーツ科学 1･2･3･4後 ２ １

健康と栄養 １前 ２

中国語Ⅱ 1･2･3･4後 ２

　 　

中国語Ⅰ 1･2･3･4前 ２

1･2･3･4後

 未開講 平成25年3月退職。後任未
定。現在選定中。(25)フランス語Ⅱ  1･2･3･4後 ２ 　  １

フランス語Ⅰ  1･2･3･4前 ２ 　  １

 １

 未開講 平成25年3月退職。後任未
定。現在選定中。(25)　 　

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅣ ２後 ２  １

 １  １

科目担当教員1名退職のため
担当教員の変更(27)

 １

科目担当教員1名退職のため
担当教員の変更(27)

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅢ ２前 ２

 １

科目担当教員２名退職のため
担当教員の変更(27)ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ １後 ２  １

科目担当教員２名退職のため
担当教員の変更(27)ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ １前 ２  １

統計学 1･2･3･4前 ２

講　師 助　教 助　手

数的処理Ⅱ １後 １

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授

　
基
礎
教
育
科
目

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

１

1･2･3･4前

1･2･3前後

１ １
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学生数減少のため(26)

担当教員昇格のため(25)

※ﾒﾃﾞｨｱ

学生数増加のため(27)

学生数減少のため(26)

学生数増加のため(27)

学生数減少のため(26)

兼 5 科目担当教員を追加(25)

6 平成27年3月1名退職(27)

兼 1 科目担当教員を追加(26)

担当教員昇格のため(26)

科目担当教員を追加(25)

担当教員1名昇格､科目担当教
員を追加(26)

２ １

量的データ解析 ２後 ２ １

社会調査方法 ２前 ２ １

２

データ解析 １後 ２  １

　 １  １ 　 　

　
専
門
基
礎
科
目

　
専
門
教
育
科
目

社会調査入門 １前 ２

４  １キャリアデザインⅡ ３前 １

１

 ９  １ 平成25年3月１名退職、平成25年
4月１名昇格(25)

キャリアデザインⅠ ２後 １

基礎演習Ⅱ ２後 ２  ４

平成25年3月１名退職、平成25年
4月１名昇格(25)

担当教員1名退職および学生数減
少のため(27)４

３  ５ 担当教員1名昇格、教員担当コマ
数調整の都合により変更(26) ５  ７

担当教員1名昇格、教員担当コマ
数調整の都合により変更(26)

基礎演習Ⅰ ２前 ２  ４  ９  １

 ５  ２ 教員担当コマ数調整の都合によ
り変更(24)

担当教員1名退職および学生数減
少のため(27)４

 ３  ３

 ４  ４

フレッシュマンセミナーⅡ １後 １  ５

 ５  ２ 教員担当コマ数調整の都合によ
り変更(24)

５ ５

 ３  ３

 ４  ４

フレッシュマンセミナーⅠ １前 １  ５

２

５ ５

 １

プレゼンテーション ２前 ２

　
基
礎
教
育
科
目

１

 ２

ＩＣＴ基礎 １後 ２  １

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

情報管理 ２後

社会調査実習 ２後 ２ ２  １

 １

 １

３  ５

 ５  ７
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担当教員昇格のため(26)

教員担当コマ数調整の都合により変更(26)

兼 1

兼 1 集中(27)

後

前後期開講科目数調整のため(26)

兼 1

担当教員昇格のため(26)

担当教員昇格のため(24)

担当教員昇格のため(27)

教員担当コマ数調整の都合により変更(26)

教員担当コマ数調整の都合により変更(26)

後

平成25年3月退職のため担当者の変更(25)

１

 １ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ  ３後 ２  １

 １

平成27年3月退職。後任未
定。現在選定中。(27)未開講

ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ  ３前 ２

平成27年3月退職。後任未
定。現在選定中。(27)

 １

 ２

マーケティング概論 ２前 ２ １

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰﾄ入門 １前 ２ １

１  １

１

１  １

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｳﾝﾄﾞ入門 １前 ２

１

ソーシャルネットワーク論 ３後 ２

リスクマネジメント ３前 ２

１

オーラルコミュニケーション演習 １後 ２

ブランド論 ２ 前 ２

１

映像制作論 ２前 ２

１

ＣＡＤ ２後 ２

 １

コミュニケーション論 １後 ２

１

平成25年3月退職のため担当
者の変更(25)情報と法律 ２後 ２

情報処理演習 １後 ２

ソフトウェア基礎 ２後 ２ １

 １

情報学概論 １前 ２ １

情報と教育 ２前 ２ １

１  １ 　 　

　
専
門
基
礎
科
目

　
専
門
教
育
科
目

情報と職業 ２後 ２

情報と社会 １後 ２

備　　　　考
教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由

情報メディア論 １前

未開講

１

２ １

教員担当コマ数調整の都合に
より開講期変更(27)

文章作成演習Ⅰ  ２前 ２  ２
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学生数減少のため(27)

1 教員担当コマ数調整の都合により変更(26)

兼 2 平成25年3月退職のため担当者の変更(25)

担当教員昇格のため(25)(26)

担当教員１名昇格のため(24)

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学生数減少のため(26)

担当教員昇格のため(25)

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

担当教員昇格のため(25)(26)

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

科目担当教員を追加(27)

科目担当教員辞任のため(26)

兼 1 科目担当教員を追加(25)

 兼 1 集中･※ﾒﾃﾞｨｱ

兼 1 集中

兼 1

兼 1 担当教員昇格のため(26)

担当教員昇格のため(27)

兼 1

担当教員昇格のため(24)

担当教員昇格のため(25)

兼 1

兼 1

 ８

７

サウンドプロデュース ３前 ２

ｻｳﾝﾄﾞｸﾘｴｰｼｮﾝ ２後 ２

１  １

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸⅡ ２前  １

 １

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸⅠ １後 ２

 ２

科目担当教員１名退職のため
担当教員の変更(27)
集中(27)アニメーション １前 ２

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ １後 ２ １

科目担当教員１名退職のため
担当教員の変更(27)

マルチメディア ３前 ２  １

　
専
門
科
目

　
専
門
教
育
科
目

Ｗｅｂデザイン ２前 ２

インターンシップ 2･3前後 ２

３基本情報技術 2･3前後 ２ １

７ ７

 １

 ６

 １

 ４  １０

 ５  ９

 ５  ９

２

 １

 ６

 ７  ７

２  ２

 １  ３

情報フロンティア ２前

情報メディア学演習 １後 ２

 ２

科目担当教員１名退職のため
担当教員の変更(27)

 １

科目担当教員１名退職のため
担当教員の変更(27)８

２

１  １

２ １

 １１

１

情報メディア学入門 １前 ２  ３

担当教員１名昇格･２名退職
のため科目担当教員変更(27)

　
専
門
基
礎
科
目

　
専
門
教
育
科
目

文章作成演習Ⅱ ２後 ２  ２

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 講　師

専任教員等の配置

教　授 准教授 助　教 助　手
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担当教員昇格のため(26)

担当教員昇格のため(27)

担当教員昇格のため(27)

担当教員昇格のため(25)

担当教員昇格のため(27)

後

兼 1

前

 兼 1

兼 1

兼 1

科目担当教員辞任のため担当者変更(27)

平成26年3月退職のため担当者の変更(26)

 兼 1 平成25年3月退職のため担当者の変更(25)

　
専
門
科
目

　
専
門
教
育
科
目

１

新聞論  １

ＰＲ概論 １後 ２ １

知識情報学 ３後 ２ １

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造 ２前 ２ １

担当教員1名退職､教員担当コマ
数調整の都合により変更(27)モバイルシステム演習 ３後 ２  １  １

モバイル情報論 ３前 ２ １

データベース ３前 ２ １

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅡ ３前 ２ １

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸＩ ２後 ２ １

Ｗｅｂプログラミング １後 ２ １

システム開発論 ３前 ２ １

オブジェクト指向 ３後 ２ １ １

プログラム演習Ⅱ ２後 ２ ２

プログラム演習Ｉ ２前 ２ ２

 １

プログラミング入門 １後 ２

科目担当教員１名退職のため
開講期を変更し担当教員変更
(27)ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞﾒﾃﾞｨｱ ３ 後 ２ １

科目担当教員１名退職のため
開講期を変更し担当教員変更
(27)アートデザイン ３ 前 ２  １

１  １

メディアクリエーション ２前 ２

３Ｄテクノロジー ３後 ２

備　　　　考
教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

必　修 選　択

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｲｯｸｽ演習 ２後 ２ １  ２

サウンド理論 ３後

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｲｯｸｽ ２前 ２

１

科目
区分 授業科目の名称

２ １

自　由

２前 ２

１

２

 １

１  ２

 １  １
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通常開講(27)

担当教員辞任、現在選定中(26)

2

兼 1 科目担当教員の追加(26)

兼 1

担当教員昇格のため(26)

前

前後期開講科目数調整のため(26)

 兼 1

担当教員3名昇格のため(26)

担当教員3名昇格のため(26)
　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

 ９  １

　
専
門
科
目

　
専
門
教
育
科
目

 ３前

担当教員1名昇格および学生
数減少のため(27) ９  ６

卒業演習Ⅱ ４後 ２  ６

５

担当教員1名昇格および学生
数減少のため(27) ９  ６

卒業演習Ｉ ４前 ２  １

担当教員1名昇格､教員担当コ
マ数調整の都合により変更
(26)専門演習Ⅱ ３後 ２  １

 ６  ９  １

 ５  ６

 ５  ６ 担当教員1名昇格､教員担当コ
マ数調整の都合により変更
(26)専門演習Ｉ ３前 ２

 　前 担当教員の都合のため開講期
変更(25)ネットPR  ２ 後 ２

現代メディア文化論 １

広告表現論 ３前 ２ １

広告概論 ２後 ２ １

企業広報論 ２前 ２ １

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ２後 ２ １

マーケットリサーチ演習 ３前 ２ １

１  １

放送論 １後 ２

マスコミュニケーション論 ２前 ２

備　　　　考
自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

必　修 選　択

出版メディア論 ２後 ２ １

メディア分析演習 ２  １

６

未開講 １

３前

２

担当教員1名昇格･2名退職お
よび学生数増加のため(27)５

平成27年3月退職。後任未
定。現在選定中。(27)未開講

３ 後

担当教員1名昇格･2名退職お
よび学生数増加のため(27)６ ５

５

 ６  ９

５

５

 ６  ９
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　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

0 12026 94 0 120 26 94

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

[　　　] [　　　]

備　　　　　　　　考

[　　　] [　　　]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，届出時の計画からの増減を
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 哲学 2 1･2･3･4前 一般 選択 退職のため未開講　代替措置無し

２ ネットＰＲ 2 2前 専門 選択 辞任のため未開講　代替措置無し

３ ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ 2 3前 専門 選択 退職のため未開講　代替措置無し

４ ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ 2 3後 専門 選択 退職のため未開講　代替措置無し

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

「大学の所見」
・科目担当教員を現在選定中のため平成27年度は未開講となったが、過去に開講しており、今後は開講に向けて検討中
である。

「学生への周知方法」
・教育課程表にて閉講を連絡。
・掲示にて閉講を連絡。

未開講科目と廃止科目の計

設置時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

＝ 0.03

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

13



備考

情報文化学部と共用

他学科と共用

2,140冊〔428冊〕

1,785冊

1,777冊〔430冊〕

2,403冊〔486冊〕

    大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 33,277.68 ㎡ 　　　　－　　　㎡ 0　5,994.74 ㎡33,277.68 39,272.42 ㎡

運動場用地 13,532.00 0㎡ 0　13,532.00 ㎡ 　　　　－　　　㎡ 13,532.00 ㎡

小　　　計 46,809.68 33,277.68 ㎡ 0　13,532.00 ㎡ 0　5,994.74 ㎡46,809.68 52,804.42 ㎡

そ　の　他 1,925.00 ㎡ 　　　　－　　　㎡ 　　　　－　　　㎡ 1,925.00 ㎡

合　　　計 48,734.68 35,202.68 ㎡ 0　13,532.00 ㎡ 0　5,994.74 ㎡48,734.68 54,729.42 ㎡

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

19,842.42 ㎡ 　　　　－　　　㎡ 　　　　－　　　㎡ 19,842.42 ㎡

（　    19,842.42　㎡）（　　　　－　　　㎡）（　　　　－　　　㎡）（　    19,842.42　㎡）

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

9 室 4 室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

新設学部等の名称 室　　　　　　数

0 室

情報メディア学部　情報メディア学科 32 室

　 図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕

新設学部等
の名称

図
書
・
設
備

情報メディア学部

点 点 点

10,501〔1,475〕　 69〔22〕　 0〔 0〕　 138 0 0

(18,538〔3,602〕) （　　60〔19〕） （  26 ）

(17,488〔3,569〕) （　　61〔20〕） （     3〔 0〕） （　 4 ）

（17,755〔3,595〕） （　　55〔18〕） （     2〔 0〕） （　271）

（10,501〔1,475〕） （　　69〔22〕） （     0〔 0〕） （　138） （　　　0） （　　　0）

10,501〔1,475〕　 69〔22〕　 0〔 0〕　 138 0 0

(18,538〔3,602〕) （　　60〔19〕） （  26 ）

(17,488〔3,569〕) （　　61〔20〕） （     3〔 0〕） （　 4 ）

（17,755〔3,595〕） （　　55〔18〕） （     2〔 0〕） （　271）

（10,501〔1,475〕） （　　69〔22〕） （     0〔 0〕） （　138） （　　　0） （　　　0）

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

1,974.65 ㎡ 222  218　233 席 100,000 冊

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,945.05 ㎡ なし なし

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 140千円 150千円 図書購入費 7,000千円 7,000千円

第６年次

7,000千円

共 同 研 究 費 等 1,000千円 1,000千円 設備購入費 25,000千円 25,000千円 25,000千円

1,100千円 1,100千円 1,100千円 　　－ 　千円 　　－ 　千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、寄付金収入等

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要 学生１人当

り
納付金

経費
の見
積り

1,300千円

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　校舎敷地と別地
　（徒歩2分、250m）
　短期大学部と共用

　  　    2(26) 22(27)
視聴覚資料  8(25)  31
点
最新資料の充実のため古
い冊子等を処分し新しい
冊子等を追加
(25)(26)(27)

　 XPパソコン個人机を
　 撤去したため。(26)

　より多くの学生が利用
　できるようにしたため
　(27)

計

(３) 教　　室　　等

(４) 専任教員研究室

校
　
　
地
　
　
等

(２) 校　　　　　舎

23 室 8 室

(６) 図　　書　　館

(７) 体　　育　　館
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　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

健康生活学部

　健康栄養学科 ４ ８０ － ３２０
学士

(栄養学)
１．１２ 平成15年度

　

　ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 ４ ７０ － ２８０
学士

(ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ
学)

１．１３ 平成17年度

情報文化学部

　情報メディア学科 ４ － － －
学士

(情報文化学)
－ 平成17年度

　

　ＰＲ学科 ４ － － －
学士

(ＰＲ学)
－ 平成20年度 平成27年3月閉科

情報メディア学部

　情報メディア学科 ４ １００ － ４００
学士

(情報メディア
学)

０．８８ 平成24年度

　

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

食物栄養学科

　栄養士専攻 ２ １５０ － ３００
短期大学士
(食物栄養学)

１．０２ 平成17年度

　製菓専攻 ２ ５０ － １００
短期大学士
(食物栄養学)

０．６５ 平成21年度
平成21年度に食生活
専攻から名称変更

愛知県稲沢市稲
沢町前田
３６５番地

愛知県名古屋市
西区笹塚町２－
１

情報文化学部
情報メディア学科及
びＰＲ学科は平成24
年度より学生募集停
止

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

４　既設大学等の状況

　名古屋文理大学

　名古屋文理大学短期大学部

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），
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　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上
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職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

備　　考

教授 大矢　信吾 平成27年4月 ＣＡＤ

担当授業科目名

山住　富也 平成24年4月専 教授

卒業演習Ⅱ

数的処理Ⅰ
学生へきめ細かい指導が
出来るよう科目追加(24)

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ

ＣＡＤ
教員担当コマ数調整の都合
により担当者の変更(27)

Ｗｅｂプログラミング

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

専

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

情報フロンティア※

学生へきめ細かい指導が
出来るよう科目追加(27)

情報メディア学入門※

情報リテラシー

ⅠＣＴ基礎

専 教授

数的処理Ⅰ

数的処理Ⅱ

　学生へきめ細かい指導が
　出来るよう科目追加(24)

兼任 講師

長谷川　聡 平成27年4月 情報メディア学入門※

卒業演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ

渡邉　充哉 平成27年4月 モバイルシステム演習
教員担当コマ数調整の都合
により担当者の変更(27)

モバイルシステム演習

情報フロンティア※

プログラム演習Ⅰ

プログラム演習Ⅱ

情報メディア論

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

情報と教育

兼任　 兼任　

の別　 の別　

自然科学Ⅰ

長谷川　聡 平成24年4月専 教授

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月

５　教員組織の状況

＜情報メディア学部　情報メディア学科＞

（１） 担当教員表
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平成27年4月

専 教授 本多　一彦

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

教授 本多　一彦 平成24年4月

基礎演習Ⅰ

ソフトウェア基礎

卒業演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専

専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ

卒業演習Ⅱ

数的処理Ⅰ
　学生へのきめ細かい指導が
　出来るよう科目を追加(27)

数的処理Ⅱ

基礎演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

基本情報技術

モバイル情報論

情報学概論

情報メディア学演習※

情報フロンティア※

自然科学Ⅱ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

数的処理Ⅰ

数的処理Ⅱ

　学生へのきめ細かい指導が
　出来るよう科目を追加(24)

専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ

オブジェクト指向

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

情報フロンティア※

ﾒﾃﾞｨｱｸﾘｴｰｼｮﾝ

プログラム演習Ⅰ

プログラム演習Ⅱ

情報メディア学入門※

専 教授 森　博 平成24年4月

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

兼任　 兼任　

の別　 の別　

就任予定年月

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・
担当授業科目名
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後任未定

平成27年3月佐久間重教
授退職のため担当者の
変更(27)

専 教授 栗林　芳彦 平成24年4月

卒業演習Ⅱ

平成25年3月山田弘明教
授退職のため担当者の
変更。現在教員選定中
(25)

ｸﾘｽﾄﾌ･ﾎﾞｸｰﾙ 平成26年4月

平成27年3月佐久間重教授退
職のため担当者の変更。現
在教員選定中(27)

平成25年4月山田弘明教授退
職のため担当教員の変更｡
(26)

専 教授 落合　洋文

卒業演習Ⅱ

平成24年4月

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
氏　　名

（年　齢）

数的処理Ⅱ

専 教授 山田　弘明 平成24年4月

後任未定

専 教授 佐久間　重

卒業演習Ⅰ

日本語力Ⅱ
学生へのきめ細かい指導が
出来るよう科目を追加(24)

平成27年3月佐久間重教
授退職のため他の担当
教員で補完(27)

平成24年4月

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅣ ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅣ

ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

兼担 准教授
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾗﾝﾄﾞｶ
ﾏｰ

平成27年4月

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅢ ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅢ

海外事情 兼担 教授 松田　康子 平成27年4月 海外事情

哲学

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ
兼任 講師

文章作成演習Ⅱ

日本語力Ⅰ

日本語力Ⅱ

数的処理Ⅰ

文章作成演習Ⅰ

卒業演習Ⅱ

社会調査実習

出版メディア論
平成26年4月   学習成果向上のため(26)

専 教授

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

栗林　芳彦

平成24年4月

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

マーケティング概論 マーケティング概論

ﾏｰｹｯﾄﾘｻｰﾁ演習 ﾏｰｹｯﾄﾘｻｰﾁ演習

ブランド論 ブランド論

リスクマネジメント リスクマネジメント

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

就任予定年月 担当授業科目名職名

の別　 の別　
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就任予定年月 担当授業科目名

他の担当教員で補完(25)

栗林　芳彦 平成26年4月専 教授

メディア分析演習

剣持　隆 平成24年4月 專 教授

専 准教授 江草　普二 平成24年4月 専 准教授

卒業演習Ⅱ

広告表現論

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

情報フロンティア※

卒業演習Ⅱ

平成26年4月 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 学習成果向上のため(26)

江草　普二

平成24年4月

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

広告表現論

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ

プレゼンテーション プレゼンテーション

広告概論 広告概論

情報と職業 情報と職業

コミュニケーション論 コミュニケーション論

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

企業広報論 企業広報論

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

情報フロンティア※

平成26年3月剣持隆教授退職
のため担当教員の変更(26)

文章作成演習Ⅰ

文章作成演習Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

ＰＲ概論 ＰＲ概論

他の担当教員で補完(25)

後任未定
平成25年3月宮地忍教授退職のため
担当者の変更。現在教員選定中
(25)

専 教授 井上　治子 平成27年4月 メディア分析演習
平成25年3月宮地忍教授退職
のため担当者の変更(27)

専 教授 栗林　芳彦 平成27年4月 新聞論
平成26年3月平田浩二講師辞
任のため担当教員の更(27)

新聞論
平成25年3月宮地忍教授退職
のため担当者の変更(25)

兼任 講師 平田　浩二 平成26年4月 新聞論
平成26年3月毛利明道講師辞
任のため担当教員の変更
(26)

教授 山本　和子 平成25年4月 情報と法律
平成25年3月宮地忍教授退職
のため担当者の変更(25)

新聞論 兼任 講師 毛利　明道 平成25年4月

の別　 の別　

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

情報と法律 兼担

専 教授 宮地　忍 平成24年4月

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）
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備　　考
担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専 准教授 大矢　信吾 平成24年4月 専

卒業演習Ⅱ 卒業演習Ⅱ

教授

ﾒﾃﾞｨｱｸﾘｴｰｼｮﾝ ﾒﾃﾞｨｱｸﾘｴｰｼｮﾝ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

　学習成果向上のため(25)

大矢　信吾 平成25年4月

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ

情報リテラシー 情報リテラシー

IＣＴ基礎 IＣＴ基礎

情報メディア学演習※ 情報メディア学演習※

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

自然科学Ⅰ 自然科学Ⅰ 平成25年4月昇格(25)

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

卒業演習Ⅱ 卒業演習Ⅱ

専 教授 吉田　友敬 平成24年4月

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸⅡ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸⅡ

サウンド理論 サウンド理論

マルチメディア マルチメディア

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸⅠ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸⅠ

平成24年4月昇格(24)

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｳﾝﾄﾞ入門 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｳﾝﾄﾞ入門

兼任　 兼任　

の別　 の別　

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

専 准教授 吉田　友敬 平成24年4月

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・
職名 職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
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専

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ

平成27年4月

情報メディア学入門※

情報フロンティア※

専門演習Ⅰ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習

３Ｄテクノロジー

専 准教授 井上　治子

専 准教授 周　欣欣

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

平成24年4月 専

卒業演習Ⅱ 卒業演習Ⅱ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

井上　治子

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

平成26年4月教授ﾏｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 ﾏｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

ボランティア活動 ボランティア活動

情報と社会 情報と社会

ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｸ論 ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｸ論

社会調査入門 社会調査入門

社会調査実習 社会調査実習

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

社会学 社会学 平成26年4月昇格(26)

専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ

卒業演習Ⅱ

周　欣欣教授

平成27年4月昇格(27)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰﾄ入門

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習

３Ｄテクノロジー

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ

卒業演習Ⅱ

兼任　 兼任　

の別　 の別　

情報メディア学入門※

情報フロンティア※

平成24年4月

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰﾄ入門

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ

変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・
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専専 准教授 田近　一郎

卒業演習Ⅰ

量的データ解析

平成24年4月

備　　考
就任予定年月 担当授業科目名 職名

氏　　名
（年　齢）

横田　正恵 平成24年4月 専 准教授 横田　正恵

平成24年4月

平成26年4月

基礎演習Ⅰ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

キャリアデザインⅠ

基本情報技術

数的処理Ⅱ

平成26年4月 キャリアデザインⅡ 学習成果向上のため(26)

　学習成果向上のため(25)平成25年4月

卒業演習Ⅰ

卒業演習Ⅱ 卒業演習Ⅱ

准教授 田近　一郎

平成24年4月

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造

知識情報学 知識情報学

量的データ解析

システム開発論 システム開発論

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 学習成果向上のため(26)

統計学 統計学

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

卒業演習Ⅱ 卒業演習Ⅱ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅠ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅠ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅡ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅡ

プレゼンテーション プレゼンテーション

情報管理 情報管理

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

情報メディア学演習※ 情報メディア学演習※

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

兼任　 兼任　

の別　 の別　

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

就任予定年月 担当授業科目名

専 准教授

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・
職名

氏　　名
（年　齢）

24



教員担当コマ数調整の都合
により担当者の変更(27)

兼任 講師 渡邉　充哉 平成27年4月

　学生へのきめ細かい
　指導が出来るよう
　科目を追加(27)

平成27年4月

モバイルシステム演習

岸田　友子

兼任　

設　置　時　の　計　画

卒業演習Ⅱ

専 准教授

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 職名

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

平成24年4月 専 准教授

データ解析

基本情報技術

平成26年4月 キャリアデザインⅡ 学習成果向上のため(26)

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

平成25年4月 　学習成果向上のため(25)

卒業演習Ⅱ

数的処理Ⅰ

数的処理Ⅱ

岸田　友子

平成24年4月

　学生へのきめ細かい
　指導が出来るよう
　科目を追加(24)

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ演習

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ

情報処理演習 情報処理演習

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰﾄ入門 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰﾄ入門

平成25年4月 基本情報技術 学習成果向上のため(25)

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

卒業演習Ⅱ 卒業演習Ⅱ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

平成24年4月

小橋　一秀專 准教授

モバイルシステム演習

専 准教授 小橋　一秀 平成24年4月

オブジェクト指向 オブジェクト指向

データベース データベース

情報メディア学演習※ 情報メディア学演習※

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ

の別　

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

専 准教授 小橋　一秀 平成24年4月

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

モバイルシステム演習

変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・ 氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼任　

の別　
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平成27年3月長尾志津子
助教退職のため他の担
当教員で補完(27)

平成27年3月長尾志津子助教退職の
ため担当者の変更(27)現在教員選
定中(25)

専 准教授 田川　隆博 平成27年4月

後任未定

専 助教 長尾　志津子 平成24年4月

平成27年3月長尾志津子
助教退職のため他の担
当教員で補完(27)

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専 准教授 関　豪 平成24年4月

兼任 講師

情報メディア学入門※

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅢ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅣ

ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

ﾒﾃﾞｨｱ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

加藤　尚子 平成27年4月

アウトドアスポーツⅠ

関　豪 平成27年4月

アウトドアスポーツⅡ

情報フロンティア※
学生へのきめ細かい指導が出来る
よう科目を追加(27)

専 准教授

スポーツⅠ

スポーツⅡ

基礎演習Ⅱ

スポーツ科学

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

基礎演習Ⅰ

情報メディア学入門※

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

基礎演習Ⅱ

現代メディア文化論

情報フロンティア※
学生へのきめ細かい指導が出来る
よう科目を追加(27)

情報と教育

基礎演習Ⅰ

データ解析

社会調査方法

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

兼任　 兼任　

の別　 の別　

情報メディア学入門※

専 准教授 田川　隆博 平成24年4月

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

平成27年3月長尾志津子
助教退職のため担当者
の変更(27)

ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾗﾝﾄﾞｶ
ﾏｰ

兼担 准教授 平成27年4月

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅢ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅣ

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
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兼任

平成27年3月佐原理助教
退職のため担当教員変
更(27)

平成27年3月佐原理助教
退職したが非常勤とし
て引き続き担当(27)

講師 平成27年4月

平成27年3月佐原理助教
退職のため他の担当教
員で補完(27)

平成27年3月佐原理助教
退職のため他の担当教
員で補完(27)

兼任 講師 平成27年4月

佐原　理

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼任　 兼任　

兼担 教授 山田　ゆかり 平成24年4月
日本語力Ⅱ

平成25年4月 キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

山田　ゆかり

平成24年4月

兼担 教授

人間関係論 人間関係論

日本語力Ⅰ 　学生へのきめ細かい
　指導が出来るよう
　科目を追加(24)

学習成果向上のため(25)

平成26年4月

卒業演習Ⅰ

キャリアデザインⅡ

心理学 心理学

学習成果向上のため(26)

平成27年3月佐原理助教退職
のため担当教員変更(27)

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ

専 准教授 小橋　一秀 平成27年4月 ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞﾒﾃﾞｨｱ

アートデザイン

アニメーション

マルチメディア

木村　亮介

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

情報フロンティア※

芸術

情報メディア学入門※

情報メディア学演習※

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

卒業演習Ⅰ 卒業演習Ⅰ

平成26年4月 キャリアデザインⅡ 学習成果向上のため(26)

専 助教

専門演習Ⅱ 専門演習Ⅱ

卒業演習Ⅰ

ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞﾒﾃﾞｨｱ ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞﾒﾃﾞｨｱ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅰ

マルチメディア マルチメディア

佐原　理
平成24年4月

アニメーション アニメーション

卒業演習Ⅰ

情報フロンティア※ 情報フロンティア※

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅡ

芸術 芸術

情報メディア学演習※ 情報メディア学演習※

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰⅠ

の別　 の別　

情報メディア学入門※ 情報メディア学入門※

専 助教 佐原　理 平成24年4月 アートデザイン アートデザイン

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・
就任予定年月 担当授業科目名 職名

氏　　名
（年　齢）
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平成25年4月

後藤　千穂

平成24年4月

兼担 准教授 中村　麻理 平成24年4月

兼任 講師 小林　あづみ

稲吉　正実

兼担 教授 佐藤　浩

兼担 教授 吉田　洋 平成24年4月

兼任　

設　置　時　の　計　画

兼担 教授 國友　宏渉 平成24年4月

専任・

　履修希望者が増加傾向の
　ため科目を追加(24)

兼担 教授 須藤　裕之 平成24年4月

アウトドアスポーツⅠ

アウトドアスポーツⅡ

平成24年4月

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担 教授

　学生へのきめ細かい
　指導が出来るよう
　科目を追加(24)

松田　康子 平成25年4月 　学習成果向上のため(25)

関川　靖

平成24年4月 兼担 助教

学習成果向上のため(25)

小林　あづみ

准教授

兼担 教授

平成26年4月

兼担 准教授 石川　豊美 平成26年4月

兼担 准教授

兼担

蔵冨　幹 平成26年4月

兼任 講師

平成26年4月
平成26年3月稲吉正実講師辞任のた
め他の担当教員で補完(26)

キャリアデザインⅡ 学習成果向上のため(26)

平成25年4月 基本情報技術※ 学習成果向上のため(25)

キャリアデザインⅡ 学習成果向上のため(26)

キャリアデザインⅡ 学習成果向上のため(26)

日本語力Ⅱ

文章作成演習Ⅱ

キャリアデザインⅠ 学習成果向上のため(25)

平成25年4月 キャリアデザインⅠ 学習成果向上のため(25)

現代日本史 現代日本史 平成24年4月他学部就任(24)

日本語力Ⅰ

日本語力Ⅱ

平成25年4月 文章作成演習Ⅱ

社会学

キャリアデザインⅠ

平成26年4月 キャリアデザインⅡ 学習成果向上のため(26)

平成24年4月

平成25年4月 学習成果向上のため(25)

自然科学Ⅱ

インターンシップ インターンシップ

兼担 准教授 中村　麻理

経済学

基本情報技術 学習成果向上のため(27)

健康と栄養

兼担 教授 吉田　洋 平成27年4月

経営学

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

兼任　

の別　 の別　

日本国憲法

兼担 教授 山本　和子 平成24年4月

法学

専任・

兼担・ 兼担・

変　　更　　状　　況
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平成27年3月松本国昭教授退職した
が非常勤として引き続き担当(27)

兼任 青山　太郎 平成27年4月講師

就任予定年月 担当授業科目名

兼任 講師 佐藤　信一 兼担 平成25年4月松本　国昭

講師 杉江　晶子 平成24年4月

兼任 講師 伊藤　洋子 平成24年4月

兼任

兼任 講師 杉山　寿美 平成24年4月

兼任 講師 梅田　尚裕 平成24年4月

平成24年4月

兼任 講師 木村　亮介 平成24年4月

兼任 講師 柴山　一幸 平成24年4月

兼任 講師 磯野　正典 平成24年4月 兼担 教授

講師兼任

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

兼任 講師 鄭　躍慶 平成24年4月

放送論 放送論 平成25年4月他学科就任(25)

放送論

松本　国昭 平成25年4月

平成27年4月松本　国昭

映像制作論 映像制作論 平成25年4月他学科就任(25)

映像制作論
平成27年3月松本国昭教授退職のた
め担当教員変更(27)

教授

Ｗｅｂデザイン

ｻｳﾝﾄﾞｸﾘｴｰｼｮﾝ

サウンドプロデュース

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習

ネットＰＲ

プログラミング入門

出版メディア論

兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

就任予定年月 担当授業科目名職名
氏　　名

（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・ 専任・

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

兼担・

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２７年５月１日現在の満年齢

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。
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教　授
定年を延長

している教員数

定年規定
の定める
定年年齢

定年を延長
している教員数

［　1　］ 名 歳 名

教　授 准教授 講　師 助　教

18 60

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

10 11 － 2

［ △5 ］ 歳

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

計

(  23  ) ［ △4 ］ ［　　　］ ［ △2 ］（  10   ） （  11  ） （　-　）

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２７年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

准教授 講　師 助　教 計

23

（  2  ）

1

（２） 専任教員数

年　齢　構　成 年齢構成（前年度の状況）

定年規定
の定める
定年年齢

60 211 7 － 0

　　　　場合は記入不要ですので，「－」を記入してください。

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２７年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
　　　・「年齢構成（前年度の状況）」については，報告書提出の前年度の状況を記載してください。今年度初めて報告書を提出する
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

「大学の所見」：定年による退職はやむを得なく、担当科目は他の教員で補完する。また、他大学への転出についても、学生への影響がない
よう他教員で補完するほか、非常勤講師として引き続き雇用して対応することとした。

「学生への周知方法」：年度内に該当する指導学生に対し、教員の交代に伴う関係科目の履修方法等について説明するとともに、その他の学
生に対しては年度初めのガイダンスにおいて説明し、学科の授業運営に支障がないように努めた。

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

　　　　　を含む）等の理由」に辞任理由等および（）書きで報告年度を記入してください。

３ 助教 長尾　志津子 他大学へ転出のため(27)

１ 教授 佐久間 重 定年による退職のため(27)

２ 助教 佐原 理 他大学へ転出のため(27)

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

該当なし

（２４年４月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし

（２５年４月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし

（２６年４月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 改善意見

（２７年４月）

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

既設学部等（名古屋文
理大学短期大学部食物
栄養学科製菓専攻）の
定員充足率が0.7倍未
満となっていることか
ら、学生の確保に努め
るとともに、入学定員
の見直しについて検討
すること。

平成27年度入学試験においては
志願者数が増加し、入学定員充
足率は平成26年度の56%から18
ポイント上昇し、74％となりまし
た。しかしながら、収容定員でみ
ると平成26年度入学者数の影響
により定員充足率は0.7倍を下回
ることとなります。

短期高等教育機関である短期大
学へのニーズ、製菓衛生師のよ
うな公的資格取得および専門就
職志向は依然として根強いもの
があります。平成28年度において
入学定員および収容定員とも改
善されるよう、学生募集広報活動
の充実および入学試験制度改革
（例：奨学金付社会人入試制度の
拡充）をすすめ、さらなる学生の
確保に努めます。
入学定員の見直しについては、
平成27年度において入学者が増
加傾向にあり、平成28年度の入
学者状況により見直しを検討しま
す。

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

特になし

　　　　授業評価アンケート結果報告書及び大学ホームページ上にて公開。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　　意見交換の結果を授業へ反映させるべくＦＤ委員会において検討中。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　　前期と後期各学期１回実施。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　ａ　実施内容

　　　　「ＦＤフォーラム」の開催。学科独自に「iPad教育利用研究会」を実施。

　ｂ　実施方法

　　　　講演テーマ等についての講演及び意見交換

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　ＦＤフォーラムは平成27年3月16日に開催、他学部教員含め57名参加。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　「自己点検評価委員会」は毎月１回、「ＦＤ委員会」「授業評価委員会」は年間３回開催予定。
　　　　なお、今年度4月開催の「自己点検評価委員会」は13名の出席（1名欠席）である。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　授業評価委員会では、既存学部で行ってきた学生による各授業の評価の統計的解析および授業改善を継続する
　　　　だけでなく、コメント欄を有効利用して学生の教育効果や満足度の把握を行っている。

②　実施状況

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　　「ＦＤ委員会」「自己点検評価委員会」「授業評価委員会」が設置されている。

           （「名古屋文理大学ＦＤ規程」「名古屋文理大学自己点検評価規程」
           　「名古屋文理大学自己点検評価委員会規程」「名古屋文理大学授業評価委員会規程」添付）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜情報メディア学部　情報メディア学科＞

（１） 設置計画変更事項等

33



○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　平成２７年　６月　１日　　）

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２１年度及び平成２６年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の適格認定を大学として受けた。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成２８年５月１日　公表予定

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページにて公開予定

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　以下のような設置経緯・趣旨に沿って、学生を受け入れた。
　既設の情報文化学部情報メディア学科の教育課程を引き継ぎ、同PR学科の教育課程の一部を新しい情報メディア学科
として特徴付けるのにふさわしいものとして導入している。特に新しいインターネットツールを用いたコミュニケー
ションについての知見を深める事は、コミュニケーション力、企画力を養成する上で欠かすことはできない。情報メ
ディア学部情報メディア学科では情報化社会で不可欠な情報システムやネットワークに関する知識と技術を身につけ、
情報活用能力、コミュニケーション能力、創作能力を磨き、社会で実践的な活動ができる人材を育成する。専門科目の
修得に欠かすことのできない基礎学力の養成にも注力し、専門教育の質を高める。本学では基礎教育センターを設置
し、個々の学生の学力水準に応じた個別指導の体制を整備し、全学的に基礎学力の向上に努める体制をとっている。専
門教育は、「メディアクリエーション」、「情報システムデザイン」、「PR・コミュニケーション」の3つの専修コース
をおき、それぞれのカリキュラムの履修モデルを提示し、学習目標を明確に把握し深めることができるよう配慮する。
　上記の趣旨を「ディプロマポリシー」および「カリキュラムポリシー」として公開し、高校教育からの連動を考慮し
た「アドミッションポリシー」を示して学生募集・入試選抜を実行した。平成24(2012)年度は９５人、平成25(2013)年
度は１０３人、平成26(2014)年度は５８人であったが、新しいアドミッションポリシーの周知を図った結果、平成
27(2015)年度は９８人の入学者を得た。
　また、指導教員制度により、きめ細かい個別指導を行い、学生の状況や要望を汲み上げながら教育目標の達成に向け
て取り組んでいる。学生も教育課程や目標を理解し、学習に励んでいる。前述のＦＤ・自己点検・授業評価の活動に加
えて、情報メディア学科会議で学科の趣旨に沿った教育目標の達成のための意見交換を行っており、必要に応じて教務
委員会や学生生活委員会と連携して今後も教育目標の達成を図っていく。
　なお、平成26年度に認証評価を受けた結果、大学評価基準を満たしていることが認定された。その際、大学で初めて
タブレット型パソコンの無償配付をしたことについて優れた点として評価された。

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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